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中国地域ニュービジネス特別賞

多目的スモールハウス事業の全国展開

これまでの日本の「小屋」は、構造や材質が「倉庫の延長線上」のものが多いなどの理由からそれほど普
及してこなかった。弊社の小屋シリーズは、耐候性と防水性に優れたガルバリウム鋼板などの本格的な
構造材・屋根材・外壁材を用いていることから快適な居住性を確保し、トラックに積み移送して設置する
だけという「簡易性」にも優れ、価格は100万円を切るものである。また、バリエーションが豊富で、女性
のスモールビジネスの「起業拠点」として、男性の「趣味部屋」として、地域の「コミュニケーション・防災
拠点」としてなど多目的に活用シーンが広がっている。このような本格的な「小屋」は市場になく、マスコ
ミに取り上げられたこともあって、全国から引合いがきている。雨天時でも屋内で作業できる「小屋」事
業の全国展開で、人材育成で悩む建築業界にとって、またスモールビジネスでの起業を後押しする意
味で「働き方改革」に貢献していく。

【推薦団体】公益財団法人 岡山県産業振興財団　　　株式会社中国銀行　平井支店

昭和51年に現社長の父である植田誠貴男が岡山市南区飽浦にて板金業を創業。平成22年に植田博幸が
代表取締役に就任。平成23年5月に、同年3月11日に発生した東日本大震災の復興事業に対応すべく北
関東・東北支店（現、仙台支店）を設置した。主たる事業は建築板金業（屋根、雨樋、外壁）で、平成29年1月
から「小屋事業部」を立ち上げ、店舗・事務所・趣味の部屋・高齢者用コミュニティスペースや地域防災ス
ペースとしても活用できる「多目的スモールハウス」の開発を行い、国内最大規模の小屋展示場を設置し、
東京大学大学院や隈研吾建築都市設計事務所と提携して市場の拡大を図っている。住宅の新規着工件数
の減少や若手職人不足、雨が降ると仕事ができない、という業界の課題解決及び職人の技術の伝承と働
き方改革を実現すべく、今後も「多目的スモールハウス」を全国に展開していき、本業である建築板金業と
の相乗効果を生み出して、業界の活性化に寄与していく。

●本格的な構造材を使用し快適な「居住性」を確保しながらも、同等他社製品の半額程度と「安価」であり、
かつトラックに積んで移動可能な「簡易性」を持つ小屋として新たな市場を開拓している。

●雨天時に小屋製作ができることから、本業である板金業との相乗効果が高く、需要増に対応するため新
工場を確保し、地域の雇用確保にも貢献している。

●東京大学教授の隈研吾氏と共同で、新たな小屋とその活用シーンを拡大するプロジェクトに取り組んで
いる。
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